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研究成果の概要（和文）：インド国オディシャ州内2村にて農家世帯訪問調査を実施した。両村ともベンガル湾
沿岸に位置し、サイクロンの他、干ばつ・洪水の被害を受けやすい脆弱な自然条件下、少数民族が生計を立てて
いる。年々の異常気象ひいては気候変動対応として、各農家が耕作する複数の水田に複数品種のイネが作付けさ
れている。在来種・近代種を合わせて様々な形質（多収、耐旱、耐水、耐病虫害、浮稲、短茎など）のイネが栽
培され、水田の景観は市松模様となる。2村の調査対象98農家においてのべ35品種以上のイネが作付けローテー
ションされていることが分かった。どのような農家がどのような条件のもと品種選定・作付けを行っているか集
計・分析した。

研究成果の概要（英文）：Farm household surveys were conducted in two villages in Odisha, India. Both
 villages are located near the coast of the Bay of Bengal, where ethnic minorities make a living 
under fragile natural conditions that are susceptible to cyclones, droughts, and floods. In response
 to abnormal weather events and climate change, farmers are planting multiple varieties of rice in 
multiple paddy fields. Rice of various characteristics (high yield, drought resistance, flood 
resistance, disease and insect resistance, floating rice, short stems, etc.) is cultivated, 
including both native / traditional and modern varieties, creating mosaic patterns in the landscape 
of the rice fields. It was found that more than 35 varieties of rice were planted in rotation among 
the 98 surveyed farmers in the two villages. We tabulated and analyzed how farmers are selecting 
varieties and planting crops under what conditions.

研究分野：農業資源経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果の学術的意義は、「気候変動対応スマート農業」が必ずしも最新の技術・科学的知見の導入・適用
にとどまらないことを示すことである。20世紀の「緑の革命」が推進した多投入・多収量型農業に代わる21世紀
の環境保全型農業への転換が急がれるところ、各地域の自然条件・社会条件を踏まえた「伝統知」「在来知」を
取り入れた農業システムの構築が求められている。
農学分野において科学知と在来知を融合する超学際的アプローチの重要性・必要性を示す。社会的意義として、
気候変動対応が求められる多くの自然・社会両条件とも不利地域における農業振興プロジェクトのあり方・進め
方に新たな視座・評価軸を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

気候変動による降雨の変動は、農業条件の悪化を通じて 7-17％の収穫減を予測する

（Schrock et al., 2011）。これは伝統的な天水農業生産システムに依存するインドを含む

アジア人口密集国・地域において貧しい小規模自作農の食料安全保障に深刻な影響を与

える。一方、大規模整地と灌漑、商品化された種子と化学肥料・農薬の多投入による 20

世紀後半「緑の革命」型農業システムは持続可能とは言い難い。温室効果ガスの排出、

土壌侵食、そして生態系サービスの低減など農資源の劣化に帰する。また不安定で未整

備な農産物市場・流通システムは農村貧困層の経済的持続性を脅かしている。 

以上を背景とし、「自然環境と人間社会が協調する次世代農業システムとは何か」が本

研究課題の核心をなす学術的「問い」である。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は「インドにおける気候変動対応スマート農業の導入・普及メカニズムと

農村振興方向」にかかる小規模自作農を含む利害関係者の意思決定・行動条件の解明を

主眼とする。同時に、以下 4点も目的として数えられる。 

(1) 研究を通じた農資源利活用と管理、生態系保全、食料安全保障への貢献。 

(2) 農家・農村への農業技術・情報へのアクセスならびに認識・意識の向上。 

(3) 農業生産者の市場戦略の向上と新たなバリューチェーンの構築。 

(4) 環境保全型農業（Conservation Agricultural Production System、以下 CAPS）の他地域

への紹介・普及促進と国際機関・学術研究へのフィードバック。 
 
 
３．研究の方法 
 

本研究は研究代表者が研究課題の探究を主導すると共に海外の研究協力者を幅広くネ

ットワークする国際連携研究の一環として位置付けられる。研究代表者が研究実施管

理・取りまとめを行うと共に、研究協力者と個々の研究テーマについて分担協力すると

共に情報共有・相互連携して学際研究体制とする。 

 

研究の方法は、研究対象地域・農村における農家世帯調査、利害関係者（ステークホル

ダー）へのヒアリング、フォーカス・グループインタビュー調査等によるデータ・情報

の収集と分析を主軸とする。 
 

調査分析を通じて、対象地域の気候変動・異常気象に対応した農法・取り組みがもたら

す「食料安全保障機能」と「生態系サービス機能」を検証する（図 1参照）。 

これら 2つの機能を発揮する環境保全型農業 CAPSは「第 2（21世紀）の緑の革命 The 

Second Green Revolution」と考えられる。持続可能な、地域の生態系（アグロエコロジ

ー）のみならず伝統・文化・社会システムを取り込んだ農業システムである。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：環境保全型（気候変動対応スマート）農業システムがもたらす食料安全保障機能と生

態系サービス機能 
 
 
４．研究成果 
 

2023最終年度は、2022年度（2023年 2-3月）に実施したインド国オディシャ州内 2村にお

ける農家世帯訪問調査の集計・分析を進めた。両村ともベンガル湾沿岸に位置し、サイクロ

ンの他、干ばつ・洪水の被害を受けやすい脆弱な自然条件下、少数民族が生計を立てている。 

年々の異常気象ひいては気候変動対応として、両村とも各農家が経営する複数の水田に複

数品種のイネが作付け・栽培されている。在来種・近代種を合わせて様々な形質（多収、耐

旱、耐水、耐病虫害、浮稲、短茎など）のイネが作付けされ、水田の景観は市松模様・モザ

イク模様となる。 

2村の調査対象 98農家においてのべ 35品種以上のイネが作付け・ローテーションされてい

ることが分かった。どのような農家が、どのような条件下、どのように品種選定・作付け・

農法をしているかを集計・分析した。カウンターパートのオディシャ州農工大を介してフォ

ローアップ調査（電話・SNSによる確認作業）を進めており、学会発表・論文投稿等は 2024

年度中を予定する。2023 年度は研究会・シンポジウム等において気候変動対応スマート農

業の事例として言及した。 

2019R01～2023R05年度の研究期間全体を通じて、2020・2021年度はコロナ禍により予定の

研究活動がストップしたものの、若手研究者・大学院生や現地 NGOが研究に参加し、調査

分析スキルを修得・向上する機会となった。また大学研究者の他、農業政策担当者、地域研

究所（Extension Office）、種苗業者、そして条件不利地域の農村・農家と議論・意見交換する

貴重な機会を得た。これらも本研究の成果である。 
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